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　「南日本銀行」の頭文字「M」をデザイン化したものです。
楕円の1つは南日本銀行であり、もう1つは地域を表現し
ています。  
　2つの楕円が緊密な結合をし、地域と銀行、お客様と銀
行、人と人との密接な関わり、信頼関係、また、銀行内の
しっかりした団結をも意味しています。  
　「M」は変化し、限りなく拡大するイメージを想起させ、
互いに寄り添い、シンプルな形状の中にも、銀行の持つ力
強さ、未来性が表現されています。  
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　みなさまには、平素から格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

　ここにディスクロージャー誌「第109期営業の中間ご報告（平成

28年4月1日～平成28年9月30日）」を作成いたしましたので、ご高覧

いただきたいと存じます。

　本誌では、決算概要や業務内容、地域貢献に関する取組状況など

をまとめており、当行について一層のご理解を深めていただければ幸い

です。

　当行は、平成26年度から中期経営計画『「なんぎん維新Ⅱ」～

“地域力”クリエイトバンクへの挑戦～』に取り組んでおります。今年度

は、中期経営計画の最終年度として今まで以上に各種施策を深化・

展開させるとともに、前中期経営計画から取り組んできた新販路

コンサルティング「ＷＩＮ－ＷＩＮネット業務」を更に深化させ、「本業支援」や「創業・新事業支援」により、お取引先との

リレーションを強化し、みなさまのご支援にお応えできるように銀行全体で取り組んでまいります。

　地域金融機関を取り巻く経営環境は、顧客ニーズの多様化や金融機関同士の競争激化により厳しさを増しておりますが、

当行が地域を支え、底上げすることで地元鹿児島を中心とした地域経済の活性化に取り組むとともに、継続的な収益を

確保する必要があると考えております。当行はこの使命を果たしていくため、中期経営計画に掲げた各施策に役職員

一丸となって取り組み、経営基盤の強化に努めてまいります。

　今後とも『地域に密着し、真に地域の発展に役立つ銀行』を目指してまいりますので、みなさまにおかれましては一層の

ご支援、ご鞭撻を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。
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